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和をはかった雑草防除体系を検討する必要がある。 "雑 

草管理学”'の確立を望んでよいのではないだろうか。筆 

者は，さらに押し進めて"雑草利用学’’も夢みている。

厳密に言えば，雑草ではなくなるのだが..... 。

以上の立場から，ホテイァオイは恰好の研究材料と考え 

ている。いずれにしろ，雑草学は時代に敏感に反応して 

成長しなければ存在価値が薄れるであろう。水草研究会

の会員の方々からも今後，雑草学に関心を抱いて頂き， 

色々御指導願いたいと紙面をお借りして念じる次第である。

さて，時代の落し子であるホテイアオイについて.今 

回は，この植物が置かれている状況を簡単に御紹介した。 

次回からは諸外国での本草の現況報告もまじえて，分布 

•雑草害 •防除法 •生育特性 •利用化等の各論に筆を運 

ほ'うと思、う。 （つづく）

北限のオオカナダモの分布状況について 
青森県， 1 9 8 0.

青 森 県 * 三 沢 高 校 大  沢  達  郎

はじめに

1 9 8 0 年 8 月23日に，青森県上北町において，才才力 上 北 町 位 置 図

ナダモ， Y 千 力  i f i 科  i Egeria densa ( P la n c h .)

C asp. , H y d ro c h a r ita c e a e  ) が採集された。同定 

は大滝末男氏によりなされた。大 滝 •石 戸 （ 1980 ) に 

よると，北海道には分缶しない。また.青森県内におけ 

る採集の記録はない。北限の新産地と思われる。

調査について

オオカナダモはアルゼンチン原産の，沈水性の帰化植物 

であるが.その北限の分布状況が，後述の通りに予備的 

に調査された。なお，調査は筆者一人により行なわれた。

日時：1 9 8 0 側和 5 5 )年 9 月 3 日。 |

場 所 ：青森県上北郡上北町にある，長さ約 1.3 k m の 

水田排水路。花切川を経て，小川原湖へ流入す 

る。以 下 「花切川排水路」と仮称される。図 1.2.

方 法 ：花切川排水路にかかる全ての橋に対して，地点 

ナンバー （ N a l〜 9 ) が与えられた。その位置 

は現地調査に基づき.慎重に1 /  25 00 0 地図 

上に記録された。水温は同一の棒状アルコール 

温度計により，川の中程の表面水温が測定され 

た。 PHは丨~ 1 1まで測定可能な，万能P H 1〜

1 1 (東洋濾紙K K ) 用紙により，その場で測定 

された。

参 考 ：調査の前の一力月間程は.毎日のように雨が降 

り続いた。

結果および考察

才オカナダモは， № 7 から 9 までの約300 m に渡り 

分布していた。披度は85〜 90劣で，川幅 5.5 m のほと 

んどを埋める純群落である。底質は腐泥.水質は透明， 

深さは約50cmで流れはほとんどない。

受光量について：Na1から 9 の全区間に渡り，ソメイ 

ヨシノの桜並木が岸に分布する0 N a l〜 6 までは，並木 

は排水路の湖側のみに分布する。川面には直射日光が当
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才オカナダモ帯（約 3 0 0 m )
川幅 5,5 m。被度80〜90%。 

流れは極く緩やか，川面は両 

岸の桜並木に覆われ暗い。底 
質は腐泥で深さは約5 0 cm •北 

限の分布域である。

水田水温 

21 °C  ヽ

船着場

水田廃水が主であるが， 
N(11から温泉廃水，Not 
6 〜 8 にかけては都市廃 

水が流れ込む。
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桜並木は，Ma1 〜 6 まで 

は湖側のみで，川面に直 

射日光が当る。Na6 ~  9 
は両岸の桜並木により川 

面は常時薄暗い。

図 2 オオカナダモの分布図
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り，流の中にはマコモを優占種とする抽水植物が群落を 

つくる。植披率は50〜 100劣で，ミクリ •ヨシ .ガマ . 

クサヨシ• コウホネ •アサザ •マツモ •セリ •オモダカ 

が混生する。恥 6 ~  9 にかけては，両岸に並木があり， 

その枝が川面を完全に覆う。直射日光は桜並木により遮 

断され.川面には届かない。川面は暗く，セリとクサヨ 

シが極く稀に散生する。沈水植物はオオカナダモ以外は 

無く，浮葉植物は分布しない。以上により花切川排水路 

は .抽水植物帯 （ N a l〜 6 ) と無抽水植物帯 （ Na6〜 9) 

に分けられた。無抽水植物帯（約 500 m ) は，さらに無 

植 物 帯 (Na 6 ~ 7 , 約 200 m ) とオオカナダモ帯 （ № 7  

〜 9 , 約 3 0 0 m )に分けられた。

水温について： 水温はNa1~ 9 へと順に調べが進め 

られた。時間は13時から16時半までの， 3 時間半に渡る。 

他 1はレストハウスからの温泉排水の影響で.33.0°C  

と 異常に高かった。参考に5 m程わきの，水田側溝の水 

温が調べられた。21°Cであった。N a 2 ( i2 3 .0 ° C で与 

った。すぐ脇の水田側溝の水温は，21°C であった。 Ito 

2 水温測定地点の2 m f 流に流入する，水田用水路の水 

温は20+0 ° C であった。Na3〜 4 は 20.0 ° C , Na 4 ~  5 

は 1 9 .5 °C であった。温泉の影響は，Nd2以後に及ばな 

いと判断される。N a 3 ~ 4 とNa4〜 5 の間にある，0.5て； 

の温度差は，夕方に近付く時間経過によるものであろう 

と判断される。Na8〜 9 は 18+0°Cであった。この時の 

気温は 18.0 ° C ,最寄りの小川原湖岸の水温は19.5°Cで 

あった。水は比熱が大であるので，急激に温度は低卩し 

ない。Na8〜 9 の水温が18+0°Cと低いのは，一つの要 

因として，夕方へ近付く時間の経過が上げられる。 もう 

一つ要因として，№ 6 〜 7 の 200 m に渡り，両岸の並木 

により直射日光が遮断された薄暗い中を，ゆっくりと流 

れるうちに水温が低T したことが考えられる。即ちオオ 

カナダモ帯へ流れて来る水の温度は，昼間においては常 

に何度か低下させられていると推論される。

その他： P H の測定も，水温の測定と平行して行な 

われた。結果は図2 の通りである。また(to 6 〜 8 にかけ 

ては.上北町の生活排水等が流入する。

整理および謝辞

ォオカナダモ帯は，直射日光が当たらないことと水 

温が低いことにより，在来の水草の生活できない環境条

件下に成立する。n ic h eの空隙を埋めるべく.帰化•定 

着したものと推定される。オオカナダモ帯が300 m に 

及ぶ純群落であることから.オオカナダモがここに定着 

に成功してから数年を経ていると推察される。

最後ではあるが，標本を同定下さり本稿を書くことを 

勧めて下された .大滝末男（都立小石川高校）先生に感 

謝申し上げる。
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